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の広なねかわら 

。
 

た
 

恒
例
の
三
道
（
柔

道

・
剣
道
 

・

弓
道
）
寒
げ

い
古
は
、
 一
月

八
日
か
ら
五
日
間
、
三
道
会
館

で
行
わ
れ
、
厳
し

い
寒
さ
を
つ
 

い
て
け
い
古
に
励
ん
で

い
ま
し
 

ま
だ
薄
暗
い
朝
六
時
か
ら
、
 

け
い
古
着
に
身
を
包
ん
だ
豆
剣
 

士
、
柔
道
少
年
た
ち
も
、
白
い

息
を
吐
き
な
が
ら
気
合
い
も
す
る

ど
く
、
道
場
せ
ま
し
と
あ
ば
れ

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

寒
げ

い
古
納
め
の

十
二
日
は
、
 

柔
道
少
年
た
ち

三
十
人
が
、
父

兄
を
混
え
て
も
ち
を

つ
き
、
け
 

い
古
で
汗
を
流
し
た
あ
と
の
ひ

と
と
き
を
、
き
な
こ
も
ち
で
力

を

つ
け
て
い
ま
し
た
。
 

力
も
ち
だ

よ
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昭和54年（1979年） 2 月1日（440号）② 広報ごしょがわら （第 3 種郵便物認可） 

昭和54年除厄祈願祭実行委員会 

昭和54年除厄祈願祭 

2月17日「アラスカ」で 

◇対象者 男 昭和13年 4 月 2日～昭和14年 4月1 
日生まれの方 

女 昭和22年 4 月 2日～昭和23年 4 月 1 
日生まれの方 

◇と き 2 月17日（土）午後 1時から 

◇ところ 市内本町 アラスカ 

◇会 費 男 8,000円 女 7,000円 

◇申込受付 1月27日～ 2月 5日まで 

◇申込先 会費を添えて近くの実行委員、または市 

役所各支所及び市総務課 高橋藤樹・平 

山千三郎まで 

なお、該当者にはハガキで通知いたしますが、万 

ー通知もれの方がありましたら申込先までご連絡下 

さし、。 

・

と
 

◇
 

火
災
等
の
間
い
合
わ
せ
は
 

容
④
六
三
五

一
番
代
へ
 

利用のご案内 

◇ 利用者 市内に居住する60歳以

上のお年寄り（老人クラブ等団体

で利用する場合は、10日前までに

許可を得ること。） 

◇ 利用時間 月曜日から金曜日ま

では、午前 9時30分から午後 3時 

30分まで。土曜日は、午前 9時30 

分から正午まで。 

◇ 休館日 毎週日曜日及び祝祭日

◇ 入浴日 毎週火曜日と金曜日の 

2日間 

参
加
し
て
盛
大
に
開
館
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

開
館
式
は
、
神
事
の
あ
と
、
 

玄
関
前
で
寺
田
市
長
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
し
、
待
ち
か
ね
て
い
た
 

盤
を
寄
贈
さ
れ
る
な
ど
参
加
し

た
お
年
寄
り
た
ち

に
よ
る
な
ご

や
か
な
祝
宴
が
開
か
れ
待
望
の

開
館
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
約
八
百
 

昨
年
八
月
か
ら
、
市
中
央
公

民
館
裏
の
市
有
地
に

建
設
を
進

め
て
い
た
、
待
望
の
五
所
川
原

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
完
成

し
、
 一
月
十
六
日
各
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
等
約
百
人
が
 
 

各
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
の
代
表
者

等
が

い
っ
せ
い
に
入
館
し
オ

ー
 

プ
ン
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
二
階
大
広
間
で

市
更
生
保
護
婦
人
会

（
佐
々
木

初
海
会
長
）
か
ら
碁
盤
、
将
棋
 
 

十
七
平
方
H
の
敷
地
に
、
建
物

延
面
積
約
五
百

五
十

一
平
方
H
 

の
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
で
、
温

泉
を
利
用
し
た
浴
室
が
男
女
別

に
二
室
あ
る
ほ
か
、
事
務
室
、
 

機
能
回
復
訓
練
ホ
ー
ル
、
約
百
 
 

五
十
人
を
収
容
で
き
る
大
広
間
、
 

図
書
室
、
教
養
娯
楽
室
、
健
康

相
談
室
、
生
活
相
談
室
、
湯
沸

室
な
ど
を
備
え
た
デ
ラ
ッ
ク
ス

な
も
の
で
す
。
 

消
防
署
で
は
、
火
災
な
ど
で

出
動
す
る
さ
い
、
関
係
各
機
関

に
電
話
連
絡
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
出
動
時
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
る
と
同
時
に
問
い

合
わ
せ
電
話
が
殺
到
し
ま
す
の

で
、
回
線
が
塞
が
り
通
信
連
絡

が
で
き
な
く
業
務
遂
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
弊
害
を
な
く
す
る

た
め
に
、

こ
の
た
び
通
信
指
令

台
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ

て
間
い

合
わ

せ
専
用
の
 

「
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 
 

必
ず
次
の
電
話
番
号
を
利
用
下

さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

ロ
火
災
間
い
合
わ
せ
専
用
電
話
 

（廿
閥
④
ー
六
三
五
一
番
）
 

自
衛
官
一
般
ニ
士
 

（男
）
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
か
ら
二
十

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し

く
は
、

市
・

市
民
課
 

（。
⑤
二

一
一
一
番
‘
内
線
二
七

七
番
）
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事
務
所
（
。
⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

今
後
火
災
等

の
問
い
合
わ
せ
は
、
 

さ
い
。
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勿
づ
よ
く
目
切
の
 

ト
ソ
気
分
が
ぬ
け
切
ら
な
い
 
児
か

ら
高
校
生
ま
で
の
書
初
め

一
月
十
二
日
、
市
内
で
幼
稚
園
 
大

会
が
あ
り
、
会
場
は
終
日
熱
 

糾
」
 
「親
子
ス
キ
ー
教
室
」
 
彩
加
 

場
‘
少
 

神
山
ス
キ
ー
場
で
開
催
 
（
。
④
 

年
自
然
 
三
一
九
 

の
家
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

一
一番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

参
加
で
き
る
の
は
、
小
中
 
さ
い
。
 

学
生
及
び
保
護
者
、
教
師
で
、
 

市
教
育
委
員
会
、
市
連
合
 

ス
キ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
集
 

P
T
A
主
催
の
 
「親
子
ス
キ
 
団
生
活
に
な
れ
る
の
が
ね
ら
 

ー
教
室
」
が
、二
月
三
日
（土
）
 
い
です
。
 

四
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
 
詳
し

く
は
、
市
教
育
委
員

り
神
山
 

l
I
・
」・
一
・
、
・
 
ー

r
・
一
 
会
社
会
 

ス
キ

ー
 

第
九
回
「
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
」
 

ロ
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

ロ
と
き
 
二
月
十
一
日
（
日
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
 

祭
り
広
場
」
 

ロ
参
加
資
格
 
市
内
の
子
供
 

会
会
員
 

ロ
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 

ロ
と
き
 
二
月
十
一
日
（
日）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
 

祭
り
広
場
」
 

ロ
参
加
資
格
 
市
内
の
子
供
 

会
会
員
 

外
 誕一
」
縄
畦
 

l
 

』
ヌ
に
まふ
わ
て
い
ま
し
た
c
 

日
本
習
字
教
育
連
盟
青
森
県

連
合
会
が
開
い
た
も
の
で
、
会

場
の
丸
キ
デ
パ
ー
ト
に
は
、
一
一

十
六
支
部
か
ら
八
百
六
十
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

フ
ロ
ァ
ー
面
に
新
聞
紙
を
敷

き
つ
め
た
会
場
に
は
、
新
し
い

墨
の
香
が
い
っ
ぱ
い
。
保
護
者

の
熱
い
視
線
を
背
に
受
け
て
、
 

子
供
た
ち
は
一
生
懸
命
筆
を
走

ら
せ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
課
題
は
、
幼
稚
園

児
が
、
 「あ
さ
ひ
」
、
小
学
一

年
生
が
、
 「は
れ
や
か
」
で
し

た
。
 

自
由
。
 

申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
 

な
お
、
雪
ま
つ
り
に
つ
い
て
 

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
 

で
、
手
作
り
の
楽
し

さ
を
知
ろ
う
と
い
う
 

「親
子
凧
づ
く
り
教

室
」
が
、
 一
月
九
、
 

十
の
両
日
、
市
民
文

化
会
館
で
六
十
人
の

親
と
子
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
教
育
委
員
会
と

市
連
合
P
T
A
の
主

催
で
開
い
た
も
の
で
、
 

常
盤
村
社
会
教
育
主

事
尾
崎
四
楼
さ
ん
が
、
 

下
絵
か
き
か
ら
色
ぬ
 

り
、
骨
組
み
、
仕
上
げ
ま
で
を
 
 

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

云
⑤
二
一
一
一
番
‘
内
線
二
五

九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

い
。
 

手
に
と
っ
て
指
導
、
自
分
の
で

き
ば
え
に

一
喜
一
憂
す
る
場
面

も
あ
っ
て
親
と
子
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

街
頭
献
血
に
 

ご
協
力
下
さ
い
 

県
の
移
動
採
血
車
“
青
い
鳥

号
（
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

二
月
十
五
日

（
木）
〇
午
前

十
時
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
前
 

O
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
西

北
中
央
病
院
前
 

ロ
た
こ
あ
げ
大
会
 
‘
 

ロ
と
き
 
二
月
十
一
日
（
日）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
岩
木
川
原
北
斗
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

ロ
参
加
資
格
 
西
北
五
に
住
 

ん
で
い
る
方
 

ロ
歌
謡
、
民
謡
、
手
踊
り
コ
 

、
ノク
ー
ル
 

ロ
と
き
 
二
月
十
二
日
（月
）
 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ホ
ー
ル
 

ロ
参
加
資
格
 
西
北
五
に
住
 

ん
で
い
る
方
 

ロ
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
 

市
内
一
円
、
題
材

・
大
き
さ
 

親子そろって凧づくり 
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交通災害共済にv 

家族そろって加入しましよう 

ン
、
‘
く
ノ
、
ノ
、
‘
く
ノ

、
く
ノ、
 

交通遺児にと61,163円寄付 

敷
島
町
青

年
部
（
木
村

哲
男
部
長
、
 

部
員
三
六
人
）
 

は
一
月
九
日
、
 

交
通
遺
児
に

役
立
て
て
下

さ
い
と
、
現

金
六
万

一
千

七
百
六
十
三

円
を
市
社
会

福
祉
協
議
会
 r

 
同
青
年
部
は
、
昨
年
暮
れ
交

通
安
全
祈
願
の
鏡
も
ち
を
神
明

宮
神
社
に
奉
納
し
、
 一
部
を
護

符
と
し
て
町
内
や

一
般
市
民
に

配
布
し
募
金
を
呼
び
か
け
た
も

の
で
す
。
 

へ
託
し
ま
し
た
。
 

ー
写
真
上
ー
 

敷
島
町
青
年
部
 

ド
 

冬
に
入
り
国

鉄
五
所
川
原
駅

構
内
の
線
路
を
横
切
る
人
が
急

に
増
え
、
列
車
事
故
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、

駅
か
ら
鎌
谷
踏
切

間
の
北
部
土
改
区
事

務
所
付
近

と
、
り
ん
ご

館
浴
場
付

近
の
線
 

路
を
横
断
し
、
駅
東
部
か
ら
駅

前
や
弥
生
町
に
出
て
く
る
人
が

目
立
ち
ま
す
。
 

線
路
の
横
断
は
、
普
段
で
も

危
険
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
 

と
く
に
冬
の
間
は
、
吹
雪
で
見

通
し
が
き
か
ず
、
列
車
の
音
や
 

警
笛
が
聞
こ
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
非
常
に
危
険
で

す
。
 

列
車
の
思
わ
ぬ
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
回
り
道
で
も
ぜ
ひ
踏
切

を
渡
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

（国
鉄
五
所
川
原
駅
）
 

踏

切
を
渡
っ

て
下
さ
い
 

危
険
で
す
ク
線
路
の
横
断
 

1 日 1円でこ家族の安心を” 

現在加入されている方は 3 月31日で共済期間が満期になりますから早め

に市へ申し込んで下さい。まだ加入されていない方もぜひご家族そろつ

て加入されるようおすすめします。 

※昭和54年度加入受付開始 2 月1日から 

市社会課及び各支所窓口 

交通共済のあらまし 
1 ．加入できる方は 

0市の住民基本台帳に記録されている方。 

0外国人登録法による外国人登録をしている方。 

2 ．加入申込は 

0市社会課及び各支所の窓口で受け付けます。 

0申込と同時に会費を納入していただきます。 

3．共済会費は 

〇一般 （年間） 350円 

0学童団体（ク） 300円（保育所・児童館園児、小・中・高校生） 

（共済期間の中途に加入する場合も同額です。） 

一般加入20人以上は、団体取り扱いをします。 

4 ．共済期間は 

0昭和54年4 月1日から昭和55年 3 月31日までです。 

〇途中加入される方は、加入の日から昭和55年 3 月31日までです。 

5．対象となる交通災害は 

0歩いていて車にはねられたり、ひかれたりした事故。 

0自動車、バィク、自転車、荷車などの交通による人身事故。 

〇いわゆる交通事故によって死亡し、又は傷害を受けた場合で、日本全国 

どこで起った事故でも対象となります。 

〇電車、汽車、航空機、船舶などによる事故は支払いの対象になりません。 

6 ．共済見舞金の請求手続は 

〇会員で万一交通事故にあわれたら次の書類を添えて市社会課へ請求して 

下さい。 

(1）自動車安全運転センター発行の交通事故証明書。 

②医師の診断書又は整骨院の証明書。 （組合で用意した所定の診断書用 

紙を使用して下さい。） 

(3）会員証 

(4)目］鑑 

青森県交通災害共済組合 

国際児童年のスローガン 

たくましく正しく伸ばせ世界の子 

青
信
号
 
そ
れ
で
も
確
認
 
右
ひ

だ
り
 



市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

五
十
四
年
度
の
児
童
館
の
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
対
象
幼
児
 
満
三
歳
か
 

ら
入
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
 

ロ
受
付
期
間
 

一
一

月
一
日
か
ら
二
月
一
一

十
八
日
ま
で
 

申
請
用
紙
は
、
も

よ
り
の
児
童
館
、
ま

た
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
。
 

梅
泉
児
童
館
（
梅

出
）
、松
が
丘
児
童
館
 

（松
野
木
）
、あ
じ
さ

い
児
童
館
（
七
ッ
舘
）
、
 

か
い
ど
う
児

童
館
 

金
山
）
、つ
つ
じ
が
丘

児
童
館

（神
山
）
、ひ
ま
わ
り

児
童
館

（幾
世
森
）
、杉
の
子

児
童
館
（
羽

野
木
沢
）
、い
く

じ
児
童
館
（
毘
沙

門
）
 

児童館の入所児童を募集 

中
高
層
建
築
物
に
よ
る
日

影
を

一
定
の
基
準
内
に
収
ま

る
よ
う
に
規
制
し
、
周
囲
の
 

規
制
の
対
象
と
な
る
区
域

と
建
築
物
は
、
第

一
種
住
居

専
用
地
域
、
第
二
種
住
居
専
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
土

木
部
建
築
住
宅
課
建
築
行
政

班
、
ま
た
は
五
所
川
原
土
木
 

住
宅
地

の
ル
日
照

）
保
護
へ
 

県
建
築
基
準

条
例
四

月
施
行
 

住
宅
地
 

の
日
照
 

を
保
護
 

し
、
明
 

事
務
所

建
築
指

導
課
へ

お
問

い
 

る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
 

四
月
一
日
か
ら
「
日
影
条
例
」
 

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

用
地
域
及
び
住
居
地
域
内
で
、
 

お
お
よ
そ
三
階
以
上
の
建
築

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
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明
治
四
十
四
年
四

月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
、

保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
、
将
来
年
金
は
一

銭
も
も
ら
え
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

年
金
の
目
的
 

国
民
年
金
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象

と
し
た
厚
生
年
金
や

船
員
保
険
、
共
済
組
 

合
等
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
方
々
の
年
金
制
度
で
、
 

歳
を
と
っ
た
と
き
や
障
害
者
、
 

母
子
家
庭
、
遺
児
に
な
っ
た
と

き
年
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安

定
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
 明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
二
十
歳
以
上
の

方
で
、
農
業
者
、
自
営
業
者
、
 

厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
な

い
方
々
で
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と

毎
月
保
険
料
を

納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
よ
が
、
こ
の
保
険
料
 

は
、
定
額
で
月
額
二
千
七
百

十
円
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
か

ら
は
三
千
三
百
円
）
で
す
。
 

支
給
さ
れ
る
年
金
は
 

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
 

（厚
生
年
金
等
と
の
通
算
）
、障

害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

の
七
種
類
で
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。
 
 

年
金
額
は
 

老
齢
年
金
で
は
、
四
十
年
間

保
険
料
を
納
め
て
、
年
額
七
十

二
万
八
千
二
百
円
、
二
十
五
年

間
納
め
て
、
四
十
五
万
五
千
百

円
、
十
年
間
納
め
て
、
二
十
八

万
七
千
百
円
。
 

障
害
年
金
一
級
は
、
五
十
七

万
七
千
六
百
円
、
母
子
年
金
は
、
 

子
供
一
人
の
場
合
四
十
六
万
一
一
 

千
白
円
と
な
り
ま
す
。
 

年
金
額
に
は
ス
ラ
イ
ド
制

年
金
額
は
、
物
価
等

の
変
動

に
応
じ
て
、
自
動
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
ほ
か
、
生
活
水
準
に

変
動
が
あ

つ
た
場
合
も
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

無
年
金
者
の
救
済
 

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
現
 

、
 

在
に
お
い
て
、
満
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
（
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
）
 

の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
拠
出

制
の
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
、
 

す
で
に
十
七
年
以
上
経
過
し
ま

し
た
。
 

し
か
し
、
年
金
に
当
然
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、
 

い
ろ
い
ろ
な
都
合
で
加
入
し
な
 

か
っ
た
方
、
ま
た
、
加
入
し
て

い
る
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
た

た
め
老
齢
年
金
を
受
け
る
権
利

が
な
い
方
等
、

い
わ
ゆ
る
将
来

無
年
金
者
と
な
る
方
が
で
き
ま

す
 。

 無
年
金
者
に
対
す
る
救
済
措

置
は
、
過
去
二
回
（
昭
和
四
十

五
年
、
四
十
九
年
）
実
施
し
、
 

今
回
で
三
回
目
で
、
最
後
の
特
 
 

例
的
な
救
済
措
置
で
す
。
 

特
例
納
付
制
度
の
活
用
を

こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
年
金

を
も
う
一
度
確
認
し
、
年
金
の

な
い
方
は
、
特
例
納
付
制
度
を

活
用
し
、
将
来
無
年
金
者

と
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

特
例
納
付
期
間
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か

ら
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日

ま
で
 

特
例
納
付
の
保
険
料
 

ー
カ
月
当
た
り
四
千
円
 

納
付
方
法
等
、
詳
し
い
こ
と

は
、
市
社
会
課

・
 

ー
 

国
民
年
金
係
 

《
・
レー
 

（
廿
⑤
二
一

一
一
番
 

t
・
一
 

・

内
線
ニ
六
六
番

・
 

レ

一
一
六
七番
）
へ
）
」
相
 

L
 

談
下
さ
い
。
 

．‘
 

な
お
、
個
別
に
」
く
 

《
 

圭
日
が？
什
った
際
は
、
 

ノ
 

〉」
返
由
中
を下
さ
る
上
 
・
．
,
 

」フ
お
酢
”
い1
4ま
す
？
く
 
ノ
 

国 民 年 金 

最
後
の
チ
ャ

ン

ス
で

す

甘ミ
「
 

ぎ
 

ぐ
 
な

く
し

よ

う

無
年

金
者
 

ん
 

占
c
 

ん
 

ね
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
を
 

保
険

料
は
忘
れ

な
い
で
 

国
民
午
）
泰皿の
保
険
料
は
納
め

ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が
な

い

か
、
も
う
一
度
お
調
べ
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金

を
は
じ
め
障
害
年
金
や
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
等
各
種
の
年
金

が
あ
り
ま
す
が
、
納
期
限
ま
で
 
 

に
保
険
料
を
納
め
ま
せ
ん
と
、
 

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
受
け
る
一
」
 

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
と
き
、
あ
わ
て

て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
納
め

ま
し
よ
う
。
 

満
二
十
歳
以
上
の
方
で
、
ま

だ
国
民
年
金
に
入
っ

て
い
な
い

方
、
厚
生
年
金
等
を
や
め
た
方

は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

な
い
と
、
将
来
す
べ
て
の
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 



月 	齢 対 	象 と き ところ 

3 カ 月 児 
昭 和 53 年 
10月生まれの 
乳 	児 

2 月14日 
市中央 

公民館 

6 	カ 月 児 
昭 和 53 年 
7 月生まれの 
乳 	児 

2 月20日 ク 

1歳6 カ月児 8轟轟奮 
乳 	児 

2 月27日 ク 

苗
木
五
百
五
十
二
本
を
贈
る
 

乳幼児の健康診断 
市では、乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行い 

ます。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後1時から 2時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの機関で健康診断を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

青
森

銀
行
 

容
 

内
 

給
 

支
 

修学資金等を貸付け 

母子、寡婦家庭が対象 

入学祝金 遺児が（生豊熱に入学するとき 
"’ノし“、中学校ノ”ーハプ一’りしくさ 7,000円 入学時の 

3 月に支給 

卒業祝金 遺児が中学校を卒業するとき 10,000円 卒業時の 

3 月に支給 

弔慰金 父又は母の死亡により、児童が 10,000円 昭和53年4 月1日 

遺児となったとき ～昭和54年3 月31 

日の間に遺児とな 

った方 

激励金品 遺児を激励するとき 馴〕0円 遺児全員 

（

税
務
署
だ
よ
り
 
）
 

税
務
署
で
は
、
自
主
的
に

適
正
な
税
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
個
人
白
色
事

業
所
得
者
を
対
象
に
確
定
申

告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

説
明
会
で
は
 

①
所
得
金

額
の
計
算
方
法

②
申
告
書
の
記
載
の
仕
方

③
あ
ゃ
ま
り
易
い
事
例

④
簡
単
に

な
っ
た
青
色
申

告
記
帳
方
法
 

等
を
主
体
に
説
明
し
、
個
別
 

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

説
明
会
へ
出
席
の
 

の
方
は
持
参
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 

二
月
七
日
（
水
）
 

午
前
十
時
、
午
後
一
時

三
十
分
か

ら
の
二
回

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

昭
和
五
十
三
年
中
に
土
地

や
建
物
を
売
っ
た
個
人
の
中

で
譲
渡
所
得
の
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
お

尋
ね
書
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
お
尋
ね
回
答
の
個
別
指

導
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
 

当
日
は
 

①
譲
渡
所
得

の
計
算
方
法

⑦
曇
m殊
な
場
合
の
特
例

③
お
尋
ね
回
答
書
及
び
確

定
申
告
書

の
記
載
の
仕
方

等
に

つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
 

か
ら
、
こ
の
巡

回
相
談
日
を
ぜ
 

ひ
利
用
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
十
五
日
 

（
木
）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
税

務
署
 

確
定
申
告
の
説
明
会
暗
詳
具
猿
津
 

ノ
；
 
申
告
用
紙
を
お
持
ち
 

譲
渡
所
得
お
尋
ね
巡
回
指
導
 

創
業
百
周
年
記
念
で
 

青
森
銀
行
で
は

一
月
二
十
日
、
 

創
業
百
周
年
を
記
念
し
、
市
内

二
十
四
の
小
中
学
校
に
植
え
て

下
さ

い
と
、
白
樺
と
メ
タ
セ
コ

イ
ヤ
の
苗
木
五
百
五
十
二
本
を

市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

藤
田
啓
己
五
所
川
原
支
店
長

が
、
寺
田
市
長

に
目
録
を
手
渡

し
ー
写
真
ー
、

「
記
念
事
業
で

青
森
ク
リ
ー
ン
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
」
 
と
話
して
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
雪
融
け
を
待
っ
て

四
月
中
旬
、
各
校
へ
配
布
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

該
当
者
は
手
続
き
を
 

市
で
は
、
遺
児
の

健
全
な
育
成
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め

下
記
の
要
綱
で
遺
児

に
対
し
入
学

・
卒
業

祝
金
、
弔
慰
金
及
び

激
励
金
品
等
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
 

支
給
に
該
当
す
る

方
は
、
市
福
祉
事
務

所
児
童
係

（●
⑤
一
一

一
一
一
番
・
内
線
一
一

四
ニ
番
）
へ
申
請
の

手
続
き
を
し

て
下
さ
 

な
お
、
申
請
用
紙
は
当
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
手
続
き
の

際
は
、
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て

下
さ
い
。
 

忘
れ
も
の
 

市
民
文
化
会
館
 

お
心
当
た
り
の
方
は
、
市
民

文
化
会
館

（
胃④
三

一
九
一
番
 

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

茶
羽
織

（
茶
色
と
黄
色
の
し

ま
模
様
）
、
毛
糸
帽
子

（
子供

用
、
白
色
、

つ
ば
黄
色
）
、
婦

人
用
手
袋
（
こ
げ
茶
色
）
、
子

供
用
手
袋

（
赤
色
、
左
手
の
み
 

）
、
長
靴

（
子
供
用
、
黄
色
、
 

サ
イ
ズ

ー
四

・
〇
）
、
鉛
筆
入

れ

（
ズ
ッ
ク
製
、
白
色
）
 

県
で
は
、
母
子
・
寡
婦
家
庭

で
、
五
十
四
年
四
月
に
高
等
学

校
、
大
学
等
に
進
学
す
る
方
に

対
し
修
学
資
金
等
の
予
約
貸
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
予
約
貸
付
の
対
象
 

五
十
四
年
度
に
高
校
・
高
専
、
 

大
学
及
び
各
種
学
校
に
進
学
し

よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
は
す
で

に
こ
れ
ら
の
学
校
に
就
学
し
て

い
る
方
 

ロ
貸
付
資
金
 

修
学
資
金
、
修
業
資
金
、
就

学
支
度
資
金
 

ロ
予
約
受
付
け
 

市
福
祉
事
務
所
児
童
係

（
胃

⑤
二
一
一
一

番

・
内
線
二
四
三

番
）
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遺児に入学祝金等支給 

ど
 
広
報
紙
の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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